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炭素、酸素及びストロンチウム安定同位体比分析の戦没者遺骨鑑定への応用パプアニューギニア
人、日本人及び米国人遺骨の分別の試行的検討
Trial application of oxygen, carbon and strontium isotope analysis in tooth enamel for
identification of past-war victims for discriminating between Papuan, Japanese and US
soldiers
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近年、安定同位体比分析の法科学分野への応用が急激にすすんでいる。特に、ヒト歯牙エナメル質中の炭
素、酸素及びストロンチウムの各安定同位体比は、それらの遺骨の身元確認の前段階におけるスクリーニング
法として有効な情報を提供できる。本研究の目的は、第2次世界大戦におけるニューギニア戦線における戦没者
遺骨分別を想定し、本法による地元民、日本兵及び米兵の分別について評価することである。本研究では、パ
プアニューギニア人(南ハイランド、東ニューブリテン及びブーゲンビル州)と日本人（鳥取県）の歯牙エナメ
ル質中の炭素、酸素及びストロンチウム同位体比を計測し、先行研究であるアメリカ人におけるデータを参照
し、判別分析による統計学的検討をおこなった。これらの３群からアメリカ人の分別は高精度に可能で
あった。パプアニューギニア人と日本人については一部地域では正確な分別が可能であった。以上の結果か
ら、安定同位体比分析は、ニューギニア戦線における地元民、日本兵及び米兵の遺骨を分別する方法として有
効となる可能性が示された。
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